
 

インドネシア及びベトナム等へ産業分野の省エネ普及事業を実施しました 

【事業概要】 

産業分野の省エネルギー、特に日本提案の国際規格である工業炉の効率評価にかかわる ISO13579

シリーズを普及させることを目的に、日本工業炉協会様とともにインドネシア、ベトナムの省エ

ネ関連当局や規格当局、及び ASEANエネルギーセンター（ACE）を訪問しました。 

 

(1) インドネシア訪問  

 エネルギー鉱物資源省 

新再生エネ省エネ総局訪問(10/4)          ACE本部訪問(10/5) 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

(2) ベトナム訪問 

      ENERTEAM 訪問(10/27)        ホーチミン商工局 科学技術省エネ部訪問(10/27) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ECCJからは 

(1) 日本の省エネ判断基準と管理標準の紹介 

(2) 省エネの現状に関するヒアリング 

を実施し、それぞれ活発な意見交換が行なわれました。 

日本工業炉協会様からは 

(1) ISO/TC 244の概要説明  

(2) 効率評価規格の ISO 13579シリーズの紹介 

(3) 省エネルギー対策への適用例  

(4) 規格に準拠した Webシステムの紹介 

を実施し、熱心な質疑応答を通じて、規格・基準の有用性の理解と、国内規格などでの採用の検討、

をお願いしました。インドシア、ベトナムからは引続きの情報提供、支援を期待されました。 

 


